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事務総局会議資料
( 10月r日開催）

(令和3． 10． 5家一印）

部を改正する規則の制定の諮家庭規則制定諮問委員会に対する少年審判規則の一

間について

＜配布資料目録＞

家庭規則制定諮問委員会諮問事項（案）



(令和3． 10． 5家一印）

家庭規則制定諮問委員会諮問事項（案）
～

少年法等の一部を改正する法律（令和3年法律第47号）の施行に伴う少年審判

規則の一部を改正する規則の制定について



司会議（第32回）議事録

手10月 ()M寺] C

受，小野寺総務局長，徳岡人事局長，氏本溌理局長，門田展

攻局長，吉崎刑事局長，手嶋家庭局長，大須賀秘書課長兼広

下情報政策課長．簗谷審議官、後藤審議官，遠藤裁判所職昌

雲局-房-寿

敵同未定， ↑

捻合研修F

哉判官以外の裁判所職員の研修の実施

哉判所職員総

3年秋の勲章

人專局檮説販

昔果｜◎裁判官会議付認
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凡例》

青字.重取り淵_線はこれまでの変更内容

赤字取り消し線は今回の決議対象

制:すりI ) は今回の報告内容

事務総局会議資料等’
（／0月｛ユ日開催）

－4タジ” 【酉肺資料】

令和3年度における裁判所職員織判官以外）研修の実施に関する重要な事項

1 中央研修

司法研修所と合同で実施することがある。実施場所は，裁判所職員総合研修所

であるが，司法研修所との合同実施の場合は,司法研修所で実施することもある。

(1)管理者層を対象者とするもの（各1日から5日程度）

ア管理業務系

管理者としての官職に応じた管理業務に係る能力の向上等を目的として

実施する。

（ｱ）首席書記官（1本）

㈹首席家裁調査官(l暑本）

（ｳ）事務局長（1本）

（工）次席書記官，次席家裁調査官,事務局次長等（2本）

鮒次席家裁調査官等(1号本）

イ研修事務系

研修計画について検討すること等を目的として実施する。

高裁事務局次長高裁首席書記官,高裁所在地家裁首席家裁調査官（1本）

g程度ﾀｰｰ一
一

中閣管理者-と
ｰ

-し茎実施今こるで-－

("R

一等

一
州繩
一
》

僻

的確寒寒案割』3滑挙
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実施等を二目的各4フェ実施ヰニるず‐

巻-(-2与本)－琴

(鼻=善喜熱怪考喜蕊謀鱒=轍騨季窪考雪害曇響搦蝶善轌↓=4基ﾂー ～

(3)主として管理職以外の層（書記官，家裁調査官，係長等）を対象者とするも

の（各2日から5日程度）

ア裁判事務系

（ｱ）裁判事務の分野について，官職及び担当職務に応じて組織課題への取組，

執務能力の向上等を目的として実施するもの

a家事少年を担当する書記官及び家裁調査官（家事1本，少年1本）

も民事刑事家事を担当する書記官(民事琴本,刑事及び家事各1本）

c家裁調査官（特定のテーマについて1 -g本）

÷＝鑿睾答=4碧呈当

“）裁判事務の分野について，官職及び執務経験に応じた執務能力の向上等

を目的として実施するもの

a家裁調査官（経験3年程度の者を対象者とするもの1本）

b執行官（総括執存喜r－桝丁官，新任執行官をそれぞれ対象者とするも

）の各1本-(拳お冒一総括

-4-事務局事務系

執存喜を封象と一宇島-も

会計の事務を担当する鱸等

斗提当事務碁と=催-]ﾃ本)－

与一禦釧縛辮

僻修事務毒担当拳蕃繰騨=割=粋

(4)新採用職員を対象者とするもの

総合職の新採用職員を対象として裁判所職員としての自覚と職務意識の高

揚等を図る目的で実施するもの（3日程度を1本）

(5)その他

2
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ヱー情報化関係

---情報化催伴与情報屯キョ皇厚手の確保等の必要に応-じエ実捲字る一〈各-2-農

程度)壱一
、

煩

〈ｲ）情報化椎沸

ﾄｰ判事襄美婆書=茎争皇ﾑｰ言f鶴裁異事皇=美払響是鶚裁熟皐熟裁津多事裏44
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,謬禦樺壽馨嬰需難剥辮轄鳴参参号辛一誤=半4今＝

イ採用試験事務関係

採用試験事務を担当する管理職員等を対象とし，採用試験事務に必要な知

識及び技能についての研究を行うことにより，執務能力の向上を目的として

実施するもの（1日程度を1本）

高裁委嘱研修

高裁に委嘱して実施する。実施場所は裁判所職員総合研修所（分室を含む6）

は各高裁とし，本数は各高裁において定める。

2

又は各高裁とし，本数は各高裁において定める。

(1)管理者層を対象者とするもの

次席家裁調査官等を対象者とし，家裁調査官に係る高裁委嘱研修等の充実

改善を目的として実施するもの（1日程度）

(2) 中間管理者層を対象者とするもの

新たに中間管理者（主任書記官，主任家裁調査官，課長補佐等）に任命され

た者を対象者とするもの（3日から5日程度）

(3)主として管理職以外の層（書記官，家裁調査官，係長等）を対象者とするも

の

ア裁判事務系

裁判事務の分野について，執務経験に応じた執務能力の向上等を目的とし

て実施する。

3
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tｱ）書記官(一定の執務経験を有する者を対象者とする。3日から5日程度）

ぽ）家裁調査官（主任家裁調査官も対象者とする。 3日程度）

イ事務局事務系

tｱ）事務局事務の分野について，新たに係長に任命された者を対象者とする

もの（1日から3日程度）

（ｲ）総務人事又は会計の事務を担当する一定の執務経験を有する事務官を

対象者とするもの（2日から3日程度）

（4）事務官層を対象者とするもの

ア仕事の進め方に関する基本的な能力を向上させ，中堅事務官としてふさわ

しい職員を養成する（3日程度)。

イ基礎的な法学教育を行うことにより，資質及び事務処理能力向上を図る

（期間は実施機関が適宜定める｡)。

（5）新採用職員層を対象者とするもの

総合職を除く新採用職員を対象者として職務導入のための知識付与と心構

えのかん養を目的として実施する（2日から5日程度)｡

3． 自庁研修

最高裁高裁又は地家裁が所属する職員に対して実施する研修実施場所は研

修を実施する庁。本数は実施庁において定める。

丹}一裁判事務 1．、

象春と一宇るもの－(-2-目-程瘻>一

（2）採用後1年程度の職員を対象者とするもの（3日程度）及び採用直後の職員

を対象者とするもの（2日程度）

（3）最高裁高裁又は地家裁の実情に応じて実施するもの（期間及び対象者は実

施庁において定める。なお，高裁が自庁及び管内地家裁の職員を対象として実

施することがある（いわゆる高裁ブロック研修)｡）

4委託研修

4
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裁判所以外の機関が実施する研修に職員を参加させるもの。参加させる研修，

期間職員は，最高裁において定める。

5研究

実施場所は裁判所職員総合研修所，研究員の所属庁及び関係機関等。本数はテ

ーマ等を勘案して裁判所職員総合研修所において定める。

（1）書記官及び家裁調査官等の合同による実務研究（7月程度）

（2）書記官による実務研究（1年程度）

（3）家裁調査官による実務研究

アテーマを定めて行うもの（8月程度又は3年程度）

イ関係機関の業務の実際の研究を行うもの（8月程度）

ウ心身の錨IIをテーマとして行うもの(1月程度）

エ更生保護をテーマとして行うもの（2月程度）

6 このほか各分野における課題への取組の進展状況，喫緊の課題の発生等に応じ

て，裁判所職員総合研修所長において，別途研修を実施することがある。

【参考】

1書記官任用試験(CA)関係

書記官任用試験(CA)の第2次試験合格者を対象として,書記官の執務に必

要な学識及び実務知識並びに職務遂行能力の有無を判定するための試験（53日

程度。この間各合格者の所属庁において実務研修を実施）

2書記官及び家裁調査官の養成

（1）書記官の養成

ア裁判所書記官養成課程第一部（裁判所職員総合研修所入所試験に合格し，

令和3年度の裁判所職員総合研修所の入所指名を受けた大学法学部卒業者

等を対象者とするd l年）

イ裁判所書記官養成課程第二部（裁判所職員総合研修所入所試験に合格し，

5



0

令和2年度及び令和3年度の裁判所職員総合研修所の入所指名を受けた大

学法学部以外の学部卒業者等を対象者とする。 2年）

(2)家裁調査官の養成

家庭裁判所調査官養成課程伶和2年度及び令和3年度の裁判所職員総合研

修所の入所指名を受けた家裁調査官補を対象者とする。 2年）

以上

『

6
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事務総局会議資料
( io月1タ日開脚

刑事局

(令和3． 10． 19）

配付資料目録
～

(法制審議会刑事法（逃亡防止関係）部会の結果について）

要綱（骨子）

(法制審議会刑事法（侮辱罪の法定刑関係）部会の結果について）

要綱（骨子）
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限
る
。
）
に
よ
る
報
告
が
な
か

っ
な
こ
と
を
知
っ
た
と
き
に
あ
っ
て
は
そ
の
旨
及
び
そ
の
状
況
を
、
そ
れ
ぞ
れ
速
や
か
に
検
察
官
に
通
知
す
る
も
の
と

、
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二
監
督
者
の
義
務
等

３
裁
判
所
は
、
２
Ｈ
に
よ
る
出
頭
が
あ
っ
た
と
き
に
あ
っ
て
は
そ
の
旨
を
、
２
口
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
と
き
に
あ
つ

●

２
裁
判
所
は
、
監
督
者
に
対
し
、
次
の
Ｈ
又
は
口
に
掲
げ
る
事
項
の
一
方
又
は
双
方
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

１
監
督
者
は
、
被
告
人
の
逃
亡
を
防
止
し
、
又
は
公
判
期
日
へ
の
出
頭
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
監
督
を
す
る
も
の

口
被
告
人
の
住
居
、
労
働
又
は
通
学
の
状
況
、
身
分
関
係
そ
の
他
の
そ
の
変
更
が
被
告
人
が
逃
亡
す
る
と
疑
う
に
足

Ｈ
被
告
人
が
召
喚
を
受
け
た
と
き
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
被
告
人
が
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に

と
す
る
こ
と
。

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(2) '1） り
る
相
当
な
理
由
の
有
無
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
生
活
上
又
は
身
分
上
の
事
項
と
し
て
裁
判
所
の
定
め
る
も
の
に

お
い
て
、
裁
判
所
の
指
定
す
る
日
時
及
び
場
所
に
、
被
告
人
と
共
に
出
頭
す
る
こ
と
。

つ
い
て
、
次
の
側
又
は
②
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
報
告
を
す
る
こ
と
。

１

当
該
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
を
す
る
こ
と
。

、

●

裁
判
所
の
定
め
る
時
期
に
、
当
該
時
期
に
お
け
る
当
該
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
す
る
こ
と
。

~

●
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三
監
督
保
証
金

４
裁
判
所
は
、
監
督
者
を
選
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
被
告
人
に
対
し
、
出
頭
す
べ
き
日
時
及
び
場
所
を
定
め
て
出
頭

３
－
１
に
よ
る
監
督
者
の
選
任
が
あ
っ
た
と
き
は
、
保
釈
を
許
す
決
定
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定

２
監
督
保
証
金
額
は
、
監
督
者
の
資
産
、
被
告
人
と
の
関
係
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
適
当
と
認
め
る
金
額
で
な

１
監
督
者
を
選
任
す
る
場
合
に
は
、
監
督
保
証
金
額
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

な
か
ら
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
に
あ
っ
て
は
そ
の
旨
を
、
そ
れ
ぞ
れ
速
や
か
に
検
察
官
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
を
命
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
監
督
者
に
対
し
、
そ
の
旨
並
び
に
当
該
日
時
及
び
場
所
を
通
知
す
る
も
の

も
の
と
し
、
勾
留
の
執
行
を
停
止
す
る
決
定
は
、
監
督
保
証
金
の
納
付
が
あ
っ
た
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
執
行
す
る

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

と
す
る
こ
と
。

０

に
か
か
わ
ら
ず
、
保
証
金
及
び
監
督
保
証
金
の
納
付
が
あ
っ
た
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

て
は
そ
の
内
容
を
、
２
Ｈ
に
よ
る
出
頭
若
し
く
は
２
口
側
に
よ
る
報
告
が
な
か
っ
た
と
き
又
は
２
口
②
に
よ
る
報
告
が

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
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四
監
督
者
の
解
任
等

１
裁
判
所
は
、
次
の
Ｈ
か
ら
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
監
督
者
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き

４
裁
判
所
は
、
１
若
し
く
は
８
に
よ
り
監
督
者
を
解
任
し
た
場
合
又
は
監
督
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
相
当
と

３
２
に
よ
る
届
出
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
保
釈
又
は
勾
留
の
執
行
停
止
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

２
被
告
人
は
、
監
督
者
が
１
口
に
該
当
す
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
裁
判
所
に
届
け
出
な
け
れ

Ｈ
正
当
な
理
由
が
な
く
監
督
者
が
二
２
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

口
監
督
者
が
、
心
身
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
二
２
Ｈ
又
は
口
に
掲
げ
る
事
項
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

日
監
督
者
か
ら
解
任
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
。

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

Ⅲ
シ
」
○

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

認
め
る
と
き
は
、
新
た
に
監
督
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認

態
に
な
っ
た
と
き
。
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五
監
督
保
証
金
の
没
取

５
裁
判
所
は
、
１
若
し
く
は
８
に
よ
り
監
督
者
を
解
任
し
た
場
合
又
は
監
督
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
４
に
よ

８
裁
判
所
は
、
４
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
監
督
者
が
裁
判
所
の
定
め
る
期
限
ま
で
に
監
督
保
証
金
を
納
付
し
な
か
っ
た
と

７
裁
判
所
は
、
被
告
人
が
６
の
保
証
金
を
納
め
な
か
っ
た
と
き
は
、
決
定
で
保
釈
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

６
被
告
人
は
、
４
又
は
５
に
よ
り
保
証
金
額
が
増
額
さ
れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
が
定
め
る
期
限
ま
で
に
、
増
額
分
の
保

１
裁
判
所
は
へ
四
１
Ｈ
に
よ
り
監
督
者
を
解
任
す
る
場
合
に
は
、
決
定
で
監
督
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
を
没
取
す
る

９

す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

き
は
、
監
督
者
を
解
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

証
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

り
新
た
に
監
督
者
を
選
任
し
な
い
と
き
は
、
保
証
金
額
を
増
額
し
、
又
は
保
釈
若
し
く
は
勾
留
の
執
行
停
止
を
取
り
消

め
る
と
き
は
、
保
証
金
額
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

の
と
す
る
こ
と
。

』
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第
三
公
判
期
日
へ
の
出
頭
等
を
確
保
す
る
た
め
の
罰
則
の
新
設

六
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備

二
制
限
住
居
離
脱
罪

一
召
喚
を
受
け
た
公
判
期
日
へ
の
不
出
頭
罪

し
な
い
と
き
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
保
釈
又
は
勾
留
の
執
行
停
止
を
取
り
消
す
場
合
（
刑
事
訴
訟
法
第
九
十
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
当
た
る

１
裁
判
所
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
九
十
三
条
第
三
項
又
は
第
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
被
告
人
又
は
被
疑
者
の
住
居
を
制

場
合
及
び
第
一
の
－
２
又
は
第
五
の
二
２
に
よ
る
出
頭
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
も
、
１
と
同
様
と

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

超
え
て
当
該
制
限
に
係
る
住
居
（
以
下
「
制
限
住
居
」
と
い
う
。
）
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
条
件
を
付
す
る
こ
と

限
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
受
け
な
い
で
裁
判
所
の
定
め
る
期
間
を

保
釈
さ
れ
、
又
は
勾
留
の
執
行
を
停
止
さ
れ
て
い
る
被
告
人
が
、
召
喚
を
受
け
正
当
な
理
由
が
な
く
公
判
期
日
に
出
頭

が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
期
間
は
、
被
告
人
の
生
活
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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三
保
釈
又
は
勾
留
執
行
停
止
の
取
消
し
・
失
効
後
の
出
頭
命
令
違
反
の
罪

１
保
釈
若
し
く
は
勾
留
の
執
行
停
止
が
取
り
消
さ
れ
、
又
は
刑
事
訴
訟
法
第
三
一
百
四
十
一
二
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
効
力

４
制
限
住
居
を
離
れ
た
者
が
、
次
の
Ｈ
又
は
口
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
も
の

Ｐ

３
２
に
よ
り
定
め
た
期
間
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
裁
判
所
は
、
１
の
許
可
を
す
る
と
き
は
、
制
限
住
居
を
離
れ
る
理
由
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
制
限
住
居
を
離

を
失
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
被
告
人
又
は
被
疑
者
が
収
容
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
検
察
官
は
、
被
告
人
又
は
被
疑
者

■

口
正
当
な
理
由
が
な
く
２
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
期
間
（
３
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
延
長
さ
れ
た
期
間

Ｈ
１
の
許
可
を
受
け
な
い
で
、
正
当
な
理
由
が
な
く
１
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
期
間
を
超
え
て
制
限
住
居
に
帰
着
し
な

に
対
し
、
日
時
及
び
場
所
を
指
定
し
て
出
頭
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

と
す
る
こ
と
。

れ
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

）
を
超
え
て
制
限
住
居
に
帰
着
し
な
い
と
き
。

い
と
き
。
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四
勾
留
執
行
停
止
期
間
満
了
後
の
不
出
頭
罪

五
刑
の
執
行
の
た
め
の
呼
出
し
に
係
る
不
出
頭
罪

２
１
の
期
間
を
定
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
終
期
を
年
月
日
時
を
も
っ
て
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
年
月
日
時
に
被
告
人

１
刑
事
訴
訟
法
第
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
勾
留
の
執
行
を
停
止
す
る
場
合
に
お
い
て
は
へ
勾
留
の
執
行
を
停
止
す
る

４
正
当
な
理
由
が
な
く
１
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
期
間
（
３
に
よ
り
延
長
さ
れ
、
又
は
短
縮
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
延

３
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
１
に
よ
り
定
め
た
期
間
を
延
長
し
、
又
は
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る

２
正
当
な
理
由
が
な
く
１
に
よ
る
出
頭
を
し
な
い
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

期
間
を
定
め
、
及
び
適
当
と
認
め
る
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

長
さ
れ
、
又
は
短
縮
さ
れ
た
期
間
）
を
超
え
て
２
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
場
所
に
出
頭
し
な
い
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役

も
の
と
す
る
こ
と
。

刑
事
訴
訟
法
第
四
百
八
十
四
条
（
同
法
第
五
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
呼
出
し
を

に
処
す
る
も
の
ど
す
る
こ
と
。

又
は
被
疑
者
が
出
頭
す
べ
き
場
所
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

8
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第
四
逃
走
罪
及
び
加
重
逃
走
罪
の
主
体
の
拡
張
等

第
五
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
に
よ
り
保
釈
中
の
被
告
人
の
位
置
情
報
を
取
得
・
把
握
す
る
制
度
の
創
設

二
加
重
逃
走
罪
の
主
体
の
拡
張

一
逃
走
罪
の
主
体
の
拡
張
及
び
法
定
刑
の
引
上
げ

一
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
装
着
命
令

受
け
正
当
な
理
由
が
な
く
出
頭
し
な
い
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

を
犯
し
た
者
は
、
三
月
以
上
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

１
裁
判
所
は
、
保
釈
を
許
す
場
合
に
お
い
て
、
被
告
人
が
本
邦
外
に
逃
亡
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

拘
禁
場
若
し
く
は
拘
束
の
た
め
の
器
具
を
損
壊
し
、
暴
行
若
し
く
は
脅
迫
を
し
、
又
は
二
人
以
上
通
謀
し
て
、
一
の
罪

法
令
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
た
者
が
逃
走
し
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

当
該
位
置
に
係
る
時
刻
の
測
定
（
以
下
「
位
置
測
定
」
と
い
う
。
）
を
す
る
と
と
も
に
、
位
置
測
定
に
係
る
端
末
の
位

８

置
及
び
時
刻
に
関
す
る
情
報
（
以
下
「
端
末
位
置
情
報
」
と
い
う
。
）
を
伝
達
す
る
信
号
を
裁
判
所
が
管
理
す
る
電
気

認
め
る
と
き
は
、
被
告
人
に
対
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
（
人
工
衛
星
か
ら
発
射
さ
れ
る
信
号
を
受
信
し
て
端
末
の
位
置
及
び
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２
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
に
は
、
次
に
掲
げ
る
機
能
を
付
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

口
Ｈ
に
定
め
る
事
由
が
検
知
さ
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
自
動
的
に
、
そ
の
旨
を
そ
の
者
に
知
ら
せ
る
機
能

Ｈ
次
に
掲
げ
る
事
由
そ
の
他
当
該
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
装
着
し
た
者
の
出
国
を
防
止
し
、
又
は
そ
の
位
置
を
把
握
す
る
た

規
則
で
定
め
る
構
造
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
自
己
の
身
体
に
装
着
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
（
以

下
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
装
着
命
令
」
と
い
う
。
）
が
で
き
る
も
の
・
と
す
る
こ
と
。

通
信
設
備
に
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
、
人
の
身
体
に
装
着
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
全
部

又
は
一
部
を
損
壊
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
当
該
人
の
身
体
か
ら
取
り
外
す
こ
と
を
困
難
と
す
る
構
造
そ
の
他
裁
判
所
の
‐

(4) (2) (1)(3) め
に
検
知
す
べ
き
事
由
と
し
て
裁
判
所
の
規
則
で
定
め
る
も
の
の
発
生
を
検
知
す
る
機
能

以
下
「
位
置
測
定
通
信
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
。

位
置
測
定
通
信
が
回
復
し
た
こ
と
。

人
工
衛
星
か
ら
発
射
さ
れ
る
信
号
の
受
信
及
び
端
末
位
置
情
報
を
伝
達
す
る
信
号
の
送
受
信
に
関
す
る
通
信
（

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
が
こ
れ
を
装
着
し
た
者
の
身
体
か
ら
離
れ
た
こ
と
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
が
３
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
所
在
禁
止
区
域
内
に
所
在
す
る
こ
と
。

『
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ー

二
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
装
着
命
令
を
受
け
た
被
告
人
の
遵
守
事
項
等

１
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
装
着
命
令
を
受
け
た
被
告
人
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

４
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
装
着
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
釈

３
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
装
着
命
令
を
発
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
裁
判
所
の
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
空

口
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
自
己
の
身
体
に
装
着
し
続
け
る
こ
と
。

Ｈ
裁
判
所
の
許
可
な
く
、
所
在
禁
止
区
域
内
に
所
在
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

確
認
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

を
許
す
決
定
は
、
保
証
金
の
納
付
が
あ
り
、
か
つ
、
裁
判
所
が
被
告
人
の
身
体
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
が
装
着
さ
れ
た
こ
と
を

）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

港
そ
の
他
の
飛
行
場
又
は
港
湾
施
設
の
周
辺
の
区
域
そ
の
他
の
出
国
す
る
際
に
立
ち
入
る
こ
と
と
な
る
区
域
の
う
ち
、

保
釈
さ
れ
た
場
合
に
被
告
人
が
裁
判
所
の
許
可
な
く
所
在
し
て
は
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
所
在
禁
止
区
域
」
と
い
う
。

日
Ｈ
側
か
ら
例
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
が
検
知
さ
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
自
動
的
に
、
当
該
事
由
の
発
生
を
示
す
信

号
を
１
の
電
気
通
信
設
備
に
送
信
す
る
機
能

5

－12－



4

２
裁
判
所
は
、
位
置
測
定
通
信
の
回
復
そ
の
他
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
に
よ
る
被
告
人
の
位
置
の
把
握
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
１
の
被
告
人
に
対
し
へ
裁
判
所
の
指
定
す
る
日
時
及
び
場
所
に
出
頭
す
る
こ

国
自
己
の
身
体
に
装
着
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
に
よ
り
位
置
測
定
通
信
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
・
た
と
き
は
、

四
裁
判
所
の
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
充
電
そ
の
他
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
機
能
の
維
持
に
必
要
な
管

臼
次
の
側
か
ら
⑧
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

(2)遅
滞
な
く
、
裁
判
所
に
対
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
損
壊
又
は
機
能
の
障
害
の
有
無
及
び
程
度
、
電
池
の
残
量
、
自
己
の

{1)現
在
地
そ
の
他
位
置
測
定
通
信
の
回
復
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
裁
判
所
の
規
則
で
定
め
る
事
項
を
報
告
す
る

(3)理
を
す
る
こ
と
。

》
）
‐
ン
」
◎

と
な
る
行
為
と
し
て
裁
判
所
の
規
則
で
定
め
る
行
為

佃
及
び
②
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
に
よ
る
被
告
人
の
位
置
の
把
握
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
が
送
信
し
若
し
く
は
受
信
す
る
電
波
を
遮
断
し
へ
又
は
こ
れ
に
障
害
を
与
え
る
行
為

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
損
壊
す
る
行
為

－13－



５
裁
判
所
は
、
次
の
Ｈ
か
ら
国
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
決
定

４
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
装
着
命
令
は
、
次
の
Ｈ
か
ら
四
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
Ｈ
か
ら
四
ま
で
に
定
め
る
時
に
、

３
裁
判
所
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
期
間
を
定
め
て
、
１
の
被
告
人
に
対
し

四
無
罪
、
免
訴
、
刑
の
免
除
、
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
、
公
訴
棄
却
、
罰
金
若
し
く
は
科
料
又
は
同
法
第
八
十
七
条

日
拘
留
に
処
す
る
判
決
の
宣
告
が
あ
っ
た
場
合
当
該
判
決
に
係
る
刑
の
執
行
が
開
始
さ
れ
た
時

Ｈ
保
釈
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
刑
事
訴
訟
法
第
九
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
た
時

口
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
す
る
判
決
（
懲
役
又
は
禁
銅
の
刑
を
言
い
渡
し
、
そ
の
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を

、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
自
己
の
身
体
に
装
着
し
な
い
で
い
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

規
定
に
よ
り
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
た
時
又
は
当
該
判
決
に
係
る
刑
の
執
行
が
開
始
さ
れ
た
時

す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
宣
告
が
あ
っ
た
場
合
同
法
第
一
二
百
四
士
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
十
八
条
の

の
規
定
に
よ
る
勾
留
の
取
消
し
の
裁
判
の
告
知
が
あ
っ
た
場
合
当
該
裁
判
の
告
知
が
あ
っ
た
時

1
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三
被
告
人
の
身
柄
確
保
の
た
め
の
措
置
等

認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

よ
り
又
は
職
権
で
、
当
該
被
告
人
を
勾
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
た
だ
し
、
明
ら
か
に
勾
引
の
必
要
が
な
い
と

２
－
２
日
に
掲
げ
る
機
能
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
同
Ｈ
②
に
掲
げ
る
事
由
の
発
生
を
示
す
信
号
を
受
信
し
た
と
き
三
３

Ｆ

１
－
２
日
に
掲
げ
る
機
能
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
同
Ｈ
佃
に
掲
げ
る
事
由
の
発
生
を
示
す
信
号
を
受
信
し
た
と
き
。

口
１
口
に
違
反
し
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
Ｇ
彊
Ｓ
端
末
を
自
己
の
身
体
に
装
着
し
な
い
で
い
た
と
き
。

国
正
当
な
理
由
が
な
く
２
に
よ
る
出
頭
を
し
な
い
と
き
。

四
正
当
な
理
由
が
な
く
１
国
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

日
正
当
な
理
由
が
な
く
１
日
又
は
側
の
い
ず
れ
か
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
き
。

Ｈ
、
１
円
に
違
反
し
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
所
在
禁
止
区
域
内
に
所
在
し
た
と
き
。

裁
判
所
は
、
二
１
の
被
告
人
に
つ
い
て
、
次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
検
察
官
の
請
求
に

の
期
間
に
お
い
て
受
信
し
た
場
合
を
除
く
。
）
。

で
保
釈
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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四
端
末
位
置
情
報
の
確
認
等

３
検
察
官
は
、
１
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
－
１
の
電
気
通
信
設
備
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、

４
検
察
官
、
検
察
事
務
官
又
は
司
法
警
察
職
員
は
、
二
１
の
被
告
人
に
つ
い
て
、
三
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
勾
引
状
を
執

２
裁
判
所
は
、
－
２
日
に
掲
げ
る
機
能
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
同
Ｈ
伽
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
の
発
生

１
裁
判
所
は
、
－
２
日
に
掲
げ
る
機
能
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
同
Ｈ
川
か
ら
例
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
の
発
生

３
－
２
日
に
掲
げ
る
機
能
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
同
Ｈ
⑧
に
掲
げ
る
事
由
の
発
生
を
示
す
信
号
を
受
信
し
た
後
、
裁
判
所

、
た
だ
し
、
－
２
Ｈ
⑧
に
掲
げ
る
事
由
の
発
生
を
示
す
信
号
を
受
信
し
た
場
合
に
お
け
る
端
末
位
置
情
報
の
確
認
に
つ

を
示
す
信
号
を
受
信
し
た
と
き
は
、
二
１
の
被
告
人
に
係
る
端
末
位
置
情
報
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

を
示
す
信
号
を
受
信
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
検
察
官
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二
１
の
被
告
人
に
係
る
端
末
位
置
情
報
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

い
て
は
、
当
該
信
号
を
受
信
す
る
前
の
も
の
に
限
り
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

１

田
に
よ
る
報
告
が
な
か
っ
た
と
き
。

の
規
則
で
定
め
る
時
間
を
経
過
す
る
ま
で
に
、
同
倒
に
掲
げ
る
事
由
の
発
生
を
示
す
信
号
の
受
信
が
な
く
、
か
つ
、
一
一

0
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五

２
二
１
の
被
告
人
が
次
の
Ｈ
又
は
口
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ

６
端
末
位
置
情
報
の
確
認
は
、
２
か
ら
５
ま
で
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

５
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
装
着
命
令
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
同
法
第
四
百
八
十
四
条
又
は
第
四
百
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
発

１
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
装
着
命
令
を
受
け
た
者
が
次
の
Ｈ
か
ら
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

日
正
当
な
理
由
が
な
く
二
１
日
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
き
。

Ｈ
二
１
Ｈ
に
違
反
し
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
所
在
禁
止
区
域
内
に
所
在
し
た
と
き
。

口
二
１
口
に
違
反
し
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
自
己
の
身
体
に
装
着
し
な
い
で
い
た
と
き
。

罰 せ
ら
れ
た
収
容
状
を
執
行
す
る
と
き
に
つ
い
て
も
、
４
と
同
様
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

行
し
、
又
は
刑
事
訴
訟
法
第
九
十
八
条
（
同
法
第
三
百
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

り
刑
事
施
設
に
収
容
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
－
１
の
電
気
通
信
設
備
に
ア
ク
セ
ス

し
て
、
当
該
被
告
人
に
係
る
端
末
位
置
情
報
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

則

9
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第
七
控
訴
審
に
お
け
る
判
決
宣
告
期
日
へ
の
被
告
人
の
出
頭
の
義
務
付
け
等

第
六
禁
銅
以
上
の
実
刑
判
決
宣
告
後
に
お
け
る
裁
量
保
釈
の
要
件
の
明
確
化

六
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備

一
刑
事
訴
訟
法
第
一
二
百
九
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
控
訴
裁
判
所
は
、
禁
銅
以
上
の
刑
に
当
た
る
罪
で
起
訴
さ
れ
て

期
日
へ
の
出
頭
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
た
だ
し
、
重
い
疾
病
又
は
傷
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に

当
該
判
決
の
宣
告
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
釈
さ
れ
た
場
合
に
被
告
人
が
逃
亡
す
る
お
そ
れ
の
程
度
が
高
く
な
い
と
認
め
る
に

足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

同
条
に
規
定
す
る
不
利
益
そ
の
他
の
不
利
益
の
程
度
が
著
し
く
高
い
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
た
だ
し
、

い
る
被
告
人
で
あ
っ
て
、
保
釈
さ
れ
又
は
勾
留
の
執
行
を
停
止
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
判
決
を
宣
告
す
る
公
判

■

禁
銅
以
上
の
刑
に
処
す
る
判
決
の
宣
告
が
あ
っ
た
後
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
九
十
条
の
規
定
に
よ
る
保
釈
を
許
す
に
は
、

Ｈ
》
正
当
態
理
由
が
な
く
一
－
１
国
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

口
正
当
な
理
由
が
な
く
二
２
に
よ
る
出
頭
を
し
な
い
と
き
。

？
シ
」
。
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三
控
訴
裁
判
所
は
、
保
釈
又
は
勾
留
の
執
行
停
止
を
取
り
消
さ
れ
た
被
告
人
が
勾
留
さ
れ
て
い
な
い
と
き
も
、
二
本
文
と

二
控
訴
裁
判
所
は
、
一
の
被
告
人
が
出
頭
し
な
い
と
き
は
、
次
の
１
か
ら
３
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
判
決
を
宣
告

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

同
様
と
す
る
も
の
と
し
、
た
だ
し
、
被
告
人
が
逃
亡
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
勾
留
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
見
込
ま
れ

す
る
こ
と
。

行
の
た
め
そ
の
者
を
収
容
す
る
の
に
困
難
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
、
た
だ
し
、
一
た
だ
し
書
に
よ
り
出
頭
を
命
じ
な
か
っ
た
被
告
人
に
つ
い
て
、
刑
の
執

る
場
合
に
お
い
て
へ
次
の
１
又
は
・
２
に
掲
げ
る
判
決
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
速
や
か
に
宣
告
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

、

１
公
職
選
挙
法
第
一
一
百
五
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
刑
事
事
件
に
つ
い
て
の
判
決

３
無
罪
へ
免
訴
、
刑
の
免
除
又
は
公
訴
棄
却
の
言
渡
し
を
す
る
判
決

よ
り
被
告
人
が
公
判
期
日
に
出
頭
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
事
件
を
原
裁
判
所
に
差
し
戻
し
、
又
は
移
送
す
る
判
決

１
無
罪
、
免
訴
、
刑
の
免
除
、
公
訴
棄
却
又
は
管
轄
違
い
の
言
渡
し
を
し
た
原
判
決
に
対
す
る
控
訴
を
棄
却
す
る
判
決

0
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第
八
保
釈
等
の
取
消
し
及
び
保
釈
保
証
金
の
没
取
に
関
す
る
規
定
の
整
備

二
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
す
る
判
決
の
宣
告
を
受
け
た
後
、
保
釈
さ
れ
又
は
勾
留
の
執
行
を
停
止
さ
れ
て
い
る
被
告
人
が
逃

四
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備

一
保
釈
さ
れ
た
者
が
、
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
す
る
判
決
（
懲
役
又
は
禁
銅
の
刑
を
言
い
渡
し
、
そ
の
刑
の
全
部
の
執
行
猶

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

亡
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
決
定
で
保
釈
又
は
勾
留
の
執
行
停
止
を
取
り
消
さ

９

決
定
で
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
を
没
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

受
け
た
後
、
逃
亡
し
た
と
き
（
保
釈
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
そ
れ
ぞ
れ

刑
の
執
行
の
た
め
呼
出
し
を
受
け
正
当
な
理
由
が
な
く
出
頭
し
な
い
と
き
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
判
決
を

予
の
言
渡
し
を
す
る
も
の
を
除
く
。
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
拘
留
に
処
す
る
判
決
の
宣
告
を
受
け
た
後
、
確
定
し
た

２
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
犯
罪
被
害
財
産

こ
れ
ら
の
言
渡
し
を
し
た
原
判
決
に
対
す
る
控
訴
を
棄
却
す
る
判
決

の
繰
収
若
し
く
は
同
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
犯
罪
被
害
財
産
の
価
額
の
追
徴
の
言
渡
し
を
す
る
判
決
又
は
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第
九
禁
銅
以
上
の
実
刑
判
決
の
宣
告
を
受
け
た
者
に
係
る
出
国
制
限
制
度
等
の
新
設

三
二
に
よ
り
保
釈
を
取
り
消
す
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
決
定
で
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
を
没
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
禁
銅
以
上
の
実
刑
判
決
の
宣
告
を
受
け
た
者
に
係
る
出
国
制
限
制
度

２
裁
判
所
の
許
可
に
よ
る
一
時
出
国

１
．
禁
銅
以
上
の
実
刑
判
決
の
宣
告
が
あ
っ
た
場
合
の
出
国
制
限

い
も
の
と
す
る
こ
と
。

Ｈ
一
時
出
国
の
許
可
の
請
求

口
一
時
出
国
の
許
可

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

る
も
の
を
除
く
。
）
の
宣
告
を
受
け
た
者
は
、
本
邦
か
ら
出
国
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
受
け
な
け

禁
銅
以
上
の
刑
に
処
す
る
判
決
（
懲
役
又
は
禁
鏑
の
刑
を
言
い
渡
し
、
そ
の
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
す

可
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

１
の
者
又
は
そ
の
弁
護
人
、
法
定
代
理
人
、
保
佐
人
、
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
は
、
１
の
許

0

グ

1
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四
保
証
金
額
及
び
一
時
出
国
の
許
可
の
条
件

日
一
時
出
国
の
許
可
に
当
た
っ
て
の
検
察
官
の
意
見
の
聴
取

毎

(2) (1) け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

込
国
し
な
い
お
そ
れ
の
程
度
の
ほ
か
、
本
邦
か
ら
出
国
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
１
の
者
が
受
け
る
不
利
益
の
程
度
そ

の
地
域
に
在
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
定
め
て
、
１
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
本
邦
か
ら
出
国
す
る
こ
と
を
許
す
べ
き
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
本
邦
外

内
に
本
邦
に
帰
国
し
、
又
は
入
国
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
に
足
り
る
相
当
な
金
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

が
外
国
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
在
留
資
格
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
１
の
者
が
口
の
期
間

０

裁
判
所
は
、
１
の
許
可
を
す
る
決
定
又
は
Ｈ
の
請
求
を
却
下
す
る
決
定
を
す
る
に
は
、
検
察
官
の
意
見
を
聴
か
な

Ｈ
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
１
の
者
が
こ
の
口
に
よ
り
裁
判
所
の
定
め
る
期
間
内
に
本
邦
に
帰
国
せ
ず
、
又
は

■

㈹
の
保
証
金
額
は
、
１
の
判
決
に
係
る
刑
名
及
び
刑
期
、
１
の
者
の
性
格
、
生
活
の
本
拠
及
び
資
産
、
そ
の
者

◆

１
の
許
可
（
保
釈
を
許
す
決
定
を
受
け
た
被
告
人
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
す
る
場
合
に
は
、
保
証
金
額
を
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尚
一
時
出
国
の
許
可
の
取
消
し
及
び
保
証
金
の
没
取

田
一
時
出
国
の
保
証
金
の
納
付

(1) (3) (2) (3)(1)
側
の
保
証
金
に
代
え
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

も
の
と
す
る
こ
と
。

き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

で
、
決
定
で
、
１
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

裁
判
所
は
、
次
の
ァ
又
は
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権

０

裁
判
所
は
、
有
価
証
券
又
は
裁
判
所
の
適
当
と
認
め
る
１
の
者
以
外
の
者
の
差
し
出
し
た
保
証
書
を
も
っ
て
四

裁
判
所
は
、
１
の
許
可
の
請
求
を
し
た
者
で
な
い
者
に
凹
仙
の
保
証
金
を
納
め
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る

１
の
許
可
は
、
倒
仙
の
保
証
金
額
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
保
証
金
の
納
付
が
あ
っ
た
時
に
そ
の
効
力
を
生
ず

１
の
許
可
を
す
る
場
合
に
は
、
１
の
者
の
渡
航
先
を
制
限
し
そ
の
他
適
当
と
認
め
る
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
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３
１
に
違
反
し
て
出
国
し
よ
う
と
し
た
場
合
等
の
被
告
人
の
勾
留
等

Ｈ
裁
判
所
は
、
１
の
判
決
の
宣
告
を
受
け
た
被
告
人
が
１
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
本
邦
か
ら
出
国
し
又
は
出
国

㈲
一
時
出
国
の
許
可
の
失
効

(3) (2)
《
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

権
で
、
当
該
裁
判
が
確
定
し
た
後
に
あ
っ
て
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
決
定
で
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
を
没

取
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

き
は
、
裁
判
所
は
、
当
該
許
可
に
係
る
事
件
の
裁
判
が
確
定
す
る
前
に
あ
っ
て
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職

が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ
ー
の
許
可
を
受
け
た
者
が
渡
航
先
の
制
限
そ
の
他
裁
判
所
の
定
め
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

１
の
判
決
に
対
す
る
上
訴
が
棄
却
さ
れ
た
と
き
は
、
１
の
許
可
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

ア
ー
の
許
可
を
受
け
た
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
口
の
期
間
内
に
本
邦
に
帰
国
せ
ず
、
又
は
入
国
し
な
い
と
疑

１
の
許
可
を
受
け
た
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
口
の
期
間
内
に
本
邦
に
帰
国
せ
ず
、
又
は
入
国
し
な
か
っ
た
と

１
の
許
可
を
取
り
消
す
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
決
定
で
囚
仙
の
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
を
没
取
す
る
こ
と

0
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◆

４
出
国
制
限
の
失
効

日
検
察
官
は
、
１
の
判
決
が
確
定
し
た
者
が
１
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
本
邦
か
ら
出
国
し
又
は
出
国
し
よ
う
と

口
裁
判
所
は
、
保
釈
を
許
す
決
定
を
受
け
た
被
告
人
が
１
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
が
取
り
消

(2) (1) 該
仙
か
ら
側
ま
で
に
定
め
る
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
決
定
で
、
保
釈
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(3)次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
１
に
よ
る
出
国
の
制
限
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

↑
ン
」
。

さ
れ
た
と
き
又
は
正
当
な
理
由
が
な
く
２
口
の
期
間
内
に
本
邦
に
帰
国
せ
ず
、
又
は
入
国
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
検

し
た
と
き
は
、
直
ち
に
収
容
状
を
発
し
、
又
は
司
法
警
察
員
に
こ
れ
を
発
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

し
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
次
の
側
か
ら
側
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当

当
該
被
告
人
が
保
釈
さ
れ
て
い
る
場
合
保
釈
を
取
り
消
す
決
定

当
該
被
告
人
に
つ
い
て
勾
留
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
勾
留
す
る
決
定

当
該
被
告
人
に
つ
い
て
勾
留
の
執
行
が
停
止
さ
れ
て
い
る
場
合
勾
留
の
執
行
停
止
を
取
り
消
す
決
定

『
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●

二
罰
金
の
裁
判
の
告
知
を
受
け
た
被
告
人
に
対
す
る
出
国
禁
止
命
令
及
び
勾
留

１
罰
金
の
裁
判
の
告
知
を
受
け
た
被
告
人
に
対
す
る
出
国
禁
止
命
令

２
裁
判
所
の
許
可
に
よ
る
一
時
出
国

口
《
１
の
判
決
が
破
棄
さ
れ
た
と
き
。

Ｈ
１
の
判
決
に
係
る
刑
の
執
行
が
開
始
さ
れ
た
と
き
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
き
。

●

日
口
に
当
た
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
公
訴
が
棄
却
さ
れ
た
と
き
。

Ｈ
裁
判
所
は
、
罰
金
の
裁
判
（
刑
の
執
行
猶
予
を
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
告
知
を
受
け
た
被
告
人
に

口
Ｈ
の
被
告
人
に
つ
い
て
、
保
釈
を
許
し
、
又
は
勾
留
の
執
行
を
停
止
す
る
場
合
に
お
い
て
、
罰
金
の
裁
判
の
確
定

受
け
な
い
で
本
邦
か
ら
出
国
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

０
■

る
と
き
は
、
勾
留
状
を
発
す
る
場
合
を
除
き
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
決
定
で
、
裁
判
所
の
許
可
を

後
に
お
い
て
罰
金
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
も
、
Ｈ
と
同
様
と
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

つ
い
て
、
当
該
裁
判
の
確
定
後
に
お
い
て
罰
金
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

0
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３
出
国
禁
止
命
令
に
違
反
し
て
出
国
し
よ
う
と
し
た
場
合
等
の
被
告
人
の
勾
留
等

口
裁
判
所
は
、
保
釈
を
許
す
決
定
を
受
け
た
被
告
人
が
１
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
が
取
り
消

Ｈ
裁
判
所
は
、
１
に
よ
る
命
令
を
受
け
、
１
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
本
邦
か
ら
出
国
し
又
は
出
国
し
よ
う
と
し

決
定
で
、
保
釈
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(3) (2) (1)さ
れ
た
と
き
又
は
正
当
な
理
由
が
な
く
２
に
お
い
て
設
け
る
も
の
と
す
る
－
２
口
に
相
当
す
る
規
定
に
よ
り
裁
判
所

が
定
め
る
期
間
内
に
本
邦
に
帰
国
せ
ず
、
又
は
入
国
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、

、

当
該
側
か
ら
③
ま
で
に
定
め
る
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
次
の
側
か
ら
③
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、

た
被
告
人
に
つ
い
て
、
罰
金
の
裁
判
の
確
定
後
に
お
い
て
罰
金
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ

１
の
許
可
に
つ
い
て
、
－
２
Ｈ
か
ら
㈲
ま
で
に
相
当
す
る
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

当
該
被
告
人
に
つ
い
て
勾
留
の
執
行
が
停
止
さ
れ
て
い
る
場
合
勾
留
の
執
行
停
止
を
取
り
消
す
決
定

当
該
被
告
人
が
保
釈
さ
れ
て
い
る
場
合
保
釈
を
取
り
消
す
決
定

当
該
被
告
人
に
つ
い
て
勾
．
留
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
勾
留
す
る
決
定
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三
罰
金
の
裁
判
が
確
定
し
た
者
に
対
す
る
出
国
禁
止
命
令
及
び
拘
禁

２
裁
判
所
の
許
可
に
よ
る
一
時
出
国

１
罰
金
の
裁
判
が
確
定
し
た
者
に
対
す
る
出
国
禁
止
命
令

４
出
国
禁
止
命
令
及
び
勾
留
の
失
効

命
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

除
き
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
決
定
で
、
裁
判
所
の
許
可
を
受
け
な
い
．
で
本
邦
か
ら
出
国
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

、
罰
金
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
３
Ｈ
⑧
に
よ
り
拘
禁
状
を
発
す
る
場
合
を

日
略
式
命
令
の
効
力
が
失
わ
れ
た
と
き
。

口
罰
金
の
裁
判
が
破
棄
さ
れ
た
と
き
。

Ｈ
罰
金
に
相
当
す
る
金
額
に
つ
い
て
仮
納
付
の
裁
判
が
執
行
さ
れ
た
と
き
。

，
ン
」
◎

裁
判
所
は
、
罰
金
の
裁
判
が
確
定
し
た
者
（
二
１
に
よ
る
命
令
の
効
力
が
存
続
し
て
い
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
１
に
よ
る
命
令
及
び
３
に
よ
る
勾
留
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
こ
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３
罰
金
の
裁
判
が
確
定
し
た
者
の
拘
禁

Ｈ
拘
禁
の
要
件

口
拘
禁
の
手
続

0

(1) (3) (2) '1） 経
過
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
者
を
拘
禁
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

と
認
め
る
と
き
は
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
罰
金
の
裁
判
の
確
定
後
、
刑
法
第
十
八
条
第
五
項
に
定
め
る
期
間
が

１
の
許
可
に
つ
い
て
、
－
２
Ｈ
か
ら
㈱
ま
で
に
相
当
す
る
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

裁
判
所
は
、
次
の
側
か
ら
側
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
、
罰
金
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る

し
く
は
出
国
し
よ
う
と
し
た
者
、
又
は
１
に
よ
る
命
令
を
受
け
、
１
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
本
邦
か
ら
出
国

し
若
し
く
は
出
国
し
よ
う
と
し
た
者

拘
禁
は
、
そ
の
者
に
対
し
理
由
を
告
げ
こ
れ
に
関
す
る
陳
述
を
聴
い
た
後
で
な
け
れ
ば
、
す
る
こ
と
が
で
き
な

逃
亡
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者

二
３
に
よ
り
勾
留
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
者

二
１
に
よ
る
命
令
を
受
け
、
罰
金
の
裁
判
の
確
定
後
に
二
１
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
本
邦
か
ら
出
国
し
若

0

0
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第
十
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査
手
法
の
充
実
化
等

四
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備

４
出
国
禁
止
命
令
及
び
拘
禁
の
失
効

四
罰
金
刑
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
ど
き
。

日
拘
禁
の
日
数
が
罰
金
の
告
知
と
と
も
に
定
め
ら
れ
た
留
置
の
期
間
の
日
数
を
超
え
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

口
罰
金
に
つ
い
て
労
役
場
留
置
の
執
行
を
開
始
し
た
と
き
。

Ｈ
罰
金
が
完
納
さ
れ
た
と
き
。

と
◎

②
拘
禁
は
、
拘
禁
状
を
発
し
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(3)

７

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
二
１
又
は
１
に
よ
る
命
令
及
び
拘
禁
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
こ

で
除
し
て
得
た
金
額
に
換
算
し
、
全
部
こ
れ
を
本
刑
に
算
入
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

い
も
の
と
し
、
た
だ
し
、
そ
の
者
が
逃
亡
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

拘
禁
の
日
数
は
、
そ
の
一
日
を
、
告
知
さ
れ
た
罰
金
を
そ
の
告
知
と
と
も
に
定
め
ら
れ
た
留
置
の
期
間
の
日
数
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四
一
一
一 二 一

す
る

受
け
る
者
そ
の
他
の
者
の
出
頭
を
求
め

持
者
若
し
く
は
保
管
者
が
任
意
に
提
出
し
た
物
は
、

は
翻
訳
を
嘱
託
す
る

垂
」1

検
察
官
又
は
裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官
は

と
が
・
で
き
る
も
の
と
し
、

裁
判
の
執
行
に
必
要
な
調
査

検
察
官
又
は
裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官
は
、
裁
判
の
執
行
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
裁
判
の
執
行
を

任
意
出
頭
・
質
問
・
鑑
定
等
の
嘱
託

差
押
検
察
官
又
は
裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官
は
、
裁
判
の
執
行
を
受
け
る
者
そ
の
他
の
者
が
遺
留
し
た
物
又
は
所
有
者
、
所

領
置検

察
官
は

｝
｝

と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る

え
●

記
録
命
令
付
差
押
え
．

０

、

裁
判
の
執
行
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

》
」

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

た
だ
し
、

捜
索
・
検
証

声
」

，
シ
」
◎
強
制
の
処
分
は

、

質
問
を
し

、

裁
判
の
執
行
に
関
し
て
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
必
要
な
調
査
を
す
る

｝
）

１
シ
」
◎

、》
」

れ
を
領
置
す
る

、

又
は
裁
判
の
執
行
を
受
け
る
者
以
外
の
者
に
鑑
定
、
通
訳
若
し
く

こ
の
法
律
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、

｝
」

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

裁
判
官
の
発
す
る
令
状
に
よ
り
、

↑
」

‐
ン
」
○

差
押 ｝

」

え
、

れ
を
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五
令
状
の
記
載
事
項

３
１
の
令
状
は
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
こ
れ
を
発
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
が
電
子
計
算
機
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
電
子
計
算
機
に
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
て
い
る
記

５
裁
判
官
は
、
身
体
の
検
査
に
関
し
、
適
当
と
認
め
る
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

４
検
察
官
は
、
１
の
身
体
検
査
令
状
の
請
求
を
す
る
に
は
、
身
体
の
検
査
を
必
要
と
す
る
理
由
及
び
身
体
の
検
査
を
受

１
四
１
の
令
状
に
は
、
裁
判
の
執
行
を
受
け
る
者
の
氏
名
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
、
記
録
さ
せ
若
し
く
は
印
刷
さ
せ

身
体
検
査
令
状
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

録
媒
体
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
で
作
成
若
し
く
は
変
更
を
し
た
電
磁
的
記
録
又
は
当
該
電
子
計
算
機
で
変
更
若

当
該
電
子
計
算
機
又
は
当
該
他
の
記
録
媒
体
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

記
録
命
令
付
差
押
え
、
捜
索
又
は
検
証
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
身
体
の
検
査
は
、

け
る
者
の
性
別
、
健
康
状
態
そ
の
他
裁
判
所
の
規
則
で
定
め
る
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

し
く
は
消
去
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
電
磁
的
記
録
を
保
管
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
認
め

る
に
足
り
る
状
況
に
あ
る
も
の
か
ら
、
そ
の
電
磁
的
記
録
を
当
該
電
子
計
算
機
又
は
他
の
記
録
媒
体
に
複
写
し
た
上
、

ロ

~
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六
鑑
定
に
必
要
な
処
分

１
二
に
よ
る
鑑
定
の
嘱
託
を
受
け
た
者
は
、
裁
判
官
の
許
可
を
受
け
て
、
刑
事
訴
訟
法
第
百
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定

３
刑
事
訴
訟
法
第
六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
四
１
の
令
状
に
記
載
す
べ
き
裁
判
の
執
行
を
受
け
る
者
の
氏
名
が
明

２
四
２
の
場
合
に
は
、
四
１
の
令
状
に
、
１
の
事
項
の
ほ
か
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
電
子
計
算
機
に
電
気
通
信
回
線
で

す
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ら
か
で
な
い
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

接
続
し
て
い
る
記
録
媒
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
電
磁
的
記
録
を
複
写
す
べ
き
も
の
の
範
囲
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

、
検
証
す
べ
き
場
所
若
し
く
は
物
又
は
検
査
す
べ
き
身
体
及
び
身
体
の
検
査
に
関
す
る
条
件
、
有
効
期
間
及
び
そ
の
期

も
の
と
す
る
．
こ
と
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
並
び
に
発
付
の
年
月
日
そ
の
他
裁
判
所
の
規
則
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
裁
判
官
が
こ
れ
に
記

間
経
過
後
は
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
、
捜
索
又
は
検
証
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ず
令
状
は
こ
れ
を
返
還
し
な

る
べ
き
電
磁
的
記
録
及
び
こ
れ
を
記
録
さ
せ
若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
者
、
捜
索
す
べ
き
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物
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第
十
一
刑
の
時
効
の
停
止
に
関
す
る
規
定
の
整
備

九
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備

八 七
裁
判
所
又
は
裁
判
官
に
よ
る
差
押
え
等

め
る
と
き
は
、
検
察
事
務
官
に
当
該
調
査
又
は
処
分
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

き
は
、
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
、
捜
索
又
は
検
証
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

３
裁
判
官
は
、
２
の
請
求
を
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
許
可
状
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
検
察
官
が
一
辰
よ
る
鑑
定
の
嘱
託
を
し
た
場
合
に
お
け
る
１
の
許
可
の
請
求
は
、
検
察
官
か
ら
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば

町

検
察
事
務
官
に
よ
る
調
査
等

検
察
官
は
、
一
の
調
査
又
は
二
、
一
二
若
し
く
は
四
１
若
し
く
は
２
の
処
分
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認

裁
判
所
又
は
裁
判
官
は
、
そ
の
指
揮
を
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
裁
判
の
執
行
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

い
る
期
間
は
、
進
行
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

刑

（
死
刑
及
び
没
収
を
除
く
。
）
の
時
効
は
、
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
が
国
外
に
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
外
に

日
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は
拘
留
若
し
く
は
科
料
と
す
る
こ
と
。

侮
辱
の
罪
（
刑
法
第
二
百
三
十
一
条
）
の
法
定
刑
を
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
銅
若
し
く
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
又

要
綱
（
骨
子
）

！

f
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出席｜中村事務総長，小野寺総務局長，徳岡人事局長,氏本経理局長
者 ｜事局長兼行政局長,吉崎刑事局長,手嶋家庭局長,大須賀秘書
’報課長，杜下情報政策課長，染谷審議官，後藤審議官

議罰T薦事件担豐裁判官等協議会の開催につW

l2 熱 協議会"開催に書Ⅷ
’ 3首席家庭裁判所調査官協議会の開催について

民事事件担当裁判官等協議会の開催について

門田民事局長説明（資料第1）

令和3年度刑事事件担当裁判官協議会の開催について

吉崎刑事局長説明（資料第2）

首席家庭裁判所調査官協議会の開催について

■■

’

－－計
’

手嶋家庭局長説明（資料第3）

令和3年度家事事件担当裁判官等協議会の開催について

手嶋家庭局長説明（資料第4）
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事務総局会議資料津｜
（／0月型日開催）

（資料）

（令和3． 10． 26民二印）

民事事件担当裁判官等協議会の開催について

主催 （1） 東京，札幌各高等裁判所

（2）大阪，仙台各高等裁判所

（3） 名古屋，広島各高等裁判所

（4） 福岡，高松各高等裁判所

期日 令和4年1月から同年2月までの間の1日

開催方法ウェブ会議の方法により，各出席者の所属する裁判所の属する地に

ある裁判所を相互に接続して開催する。

協議事項 (1) 現在の民事訴訟をめぐる課題及びこれを踏まえた改善の方向性

1

２
３

4

について

(2) 民事訴訟の審理運営の改善のための具体的な取組について

(3) 民事訴訟の審理運営の改善のための取組を共有するための方策

について

(1) 各地方裁判所の民事事件を担当する部総括裁判官及び右陪席裁

判官各1人

(2) 各地方裁判所の民事次席書記官又は民事主任書記官いずれか1

人

(3) 各高等裁判所の民事事件を担当する裁判官及び民事首席書記官

各1人（オブザーバー）

出席者5



事務総局会議資料学ユ
( io月16日開催）

(令和3． 10． 26刑一印）

刑事事件担当裁判官協議会の開催について －

期 日令和4年1月又は2月中の1日

開催形態次の各高等裁判所ブロックによる共催

①東京・仙台，②大阪・広島，③名古屋・札幌，④福岡・高松

開催場所①東京，②大阪，③名古屋，④福岡の各高等裁判所

， ただし，各高等裁判所に対し，新型コロナウイルス感染症に関する

状況等に鑑み，必要な感染防止策を講じる観点から，具体的な開催方

法を検討するに当たっては，テレビ会議システム又はウェブ会議を用

いて各庁を相互に接続する方法を用いることや，出席者を限定するこ

となどを柔軟に検討するよう促すこととする。

協議事項（1）裁判員裁判の運用上の課題

（2） 刑事事件の処理に関し考慮すべき事項

１
２

3

4

協議員各高等裁判所本庁，各地方裁判所本庁及び裁判員裁判に関する事務を

取り扱う各地方裁判所支部の刑事事件担当の裁判官（できる限り裁判長

とする。 ） 1人

なお， これらの協議員のほか，高等裁判所並びに複数の刑事部がある

地方裁判所本庁及び裁判員裁判に関する事務を取り扱う地方裁判所支部

については，各高等裁判所管内の実情に応じて裁判官を追加して選定し

て差し支えない。

5



0

事務総局会議資料藻3
（ r0月ユ6日開催）

（令和3. 10. 26家三印）

首席家庭裁判所調査官協議会の開催について

主催 次のとおり開催

（1）東京，広島各高等裁判所

（2） 大阪，高松各高等裁判所

（3） 名古屋，札幌各高等裁判所

（4）福岡，仙台各高等裁判所

令和4年1月又は2月中の1日

1の(1)については，東京高等裁判所

1の(2)については，大阪高等裁判所

1の(3)については，名古屋高等裁判所

1の(4)については，福岡高等裁判所

ただし，各高等裁判所に対し，新型コロナウイルス感染症に関する

状況等に鑑みj必要な感染防止策を講じる観点から，具体的な開催方

法を検討するに当たっては，テレビ会議システム又はウェブ会議を用

いて各家庭裁判所間を相互に接続する方法を用いることや，出席者を

限定することなどを柔軟に検討するよう促すこととする。

首席家庭裁判所調査官の執務及び家庭裁判所調査官の調査事務等に

関し考慮すべき事項

各家庭裁判所の首席家庭裁判所調査官 合計50人

1

期日
〃

場所

２
３

協議事項4

協議員5



事務総局会議資料恥
（／’月ユ6日開盟）

（令和3． 10 26家二印）

家事事件担当裁判官等協議会の開催について

次のとおり開催

(1) 東京，札幌各高等裁判所

(2) 大阪，広島各高等裁判所

(3) 名古屋，仙台各高等裁判所

(4) 福岡，高松各高等裁判所

主催1 ～

令和4年1月又は2月中の1日期日
0

場所

２
３ 1の(1)については，東京高等裁判所

1の(2)については，大阪高等裁判所

1の(3)については，名古屋高等裁判所

1の(4)については，福岡高等裁判所

ただし，各高等裁判所に対し，新型コロナウイルス感染症に関する

状況等に鑑み，必要な感染防止策を講じる観点から，具体的な開催方

法を検討するに当たっては,“テレビ会議システム又はウェブ会議を用

いて各家庭裁判所間を相互に接続する方法を用いることや〉 出席者を

限定することなどを柔軟に検討するよう促すこととする。

（1） 家庭裁判所全体の紛争解決機能の強化という観点から取り組む

べき調停運営に関する課題(IT化も見据えた調停運営の在り方

に係る更なる検討）

（2） 後見関係事件の運用上の諸問題及び成年後見制度利用促進基本

計画を踏まえた地方自治体との連携における課題

各高等裁判所管内の家庭裁判所において家事事件を担当する裁判官，

家庭裁判所調査官及び裁判所書記官

協議事項4

協議員5


